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ん
だ
、
こ
の
樹
も
対
生
な
ん

だ
、
と
い
う
こ
と
も
わ
か
っ

て
き
ま
す
。
ま
た
同
じ
科
や

属
に
は
ど
ん
な
樹
が
あ
る
の

か
も
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
例
え
ば
、
ダ
ン
コ
ウ
バ

イ
と
ク
ロ
モ
ジ
は
、
葉
の
か

た
ち
は
全
く
違
う
の
に
、
同

じ
ク
ス
ノ
キ
科
ク
ロ
モ
ジ
属

な
の
で
す
。

　
一
通
り
の
手
順
で
葉
っ
ぱ

検
索
を
行
っ
た
後
、
午
前
中

の
最
後
に
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
咲
く

小
屋
横
の
広
葉
樹
林
を
散

策
。
島
﨑
先
生
が
手
入
れ
を
続
け

て
い
る
サ
ク
ラ
の
森
に
は
ホ
ウ
ノ

キ
や
ハ
リ
ギ
リ
、
い
ろ
い
ろ
な
カ

エ
デ
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
午
後
は
鳩
吹
山
を
散
策
。
多

く
の
樹
木
が
登
場
し
、
と
て
も
覚

え
ら
れ
な
い
と
感
じ
た
方
は
、
自

分
の
好
き
な
葉
の
形
な
ど
、
興
味

を
惹
か
れ
る
樹
木
か
ら
覚
え
て
み

て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

樹
木
標
本
を
作
っ
て
み
た
り
、
覚

え
た
樹
や
覚
え
た
い
樹
の
リ
ス
ト

を
作
っ
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
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島
﨑
先
生
の
山
小
屋
に
集
合
。

講
師
挨
拶
。
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
。
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休
憩
後
、
早
川
講
師
に
よ
る
分
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前
日
ま
で
の
雨
模
様
は
何
処
へ

や
ら
。
夏
の
よ
う
な
晴
天
と
な
っ

た
初
回
の
樹
木
分
類
。

　
種
を
見
分
け
る
方
法
は
、
生
殖

の
観
点
か
ら
識
別
す
る
の
が
基
本

だ
そ
う
で
す
。
な
の
で
樹
木
の
場

合
は
、
花
や
実
で
見
分
け
る
の
が

い
ち
ば
ん
正
確
な
方
法
と
な
り
ま

す
。
し
か
し
、
樹
木
が
花
を
つ
け

る
時
期
は
一
年
の
う
ち
た
っ
た
数

週
間
で
す
し
、
若
い
木
は
十
年
以

上
も
花
を
つ
け
な
い
こ
と
も
あ
れ

ば
、
大
人
の
木
で
も
生
育
条
件
が

適
さ
な
け
れ
ば
何
年
も
花
を
つ
け

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
葉
の
検
索
。
樹
木
の

葉
は
、
一
見
ど
れ
も
同
じ
よ
う
に

見
え
た
り
し
ま
す
が
、
例
え
ば
、

葉
の
ふ
ち
の
ギ
ザ
ギ
ザ
（
鋸
歯
＝

き
ょ
し
）、
葉
の
表
面
の
す
じ
（
葉

脈
＝
よ
う
み
ゃ
く
）
の
入
り
方
な

ど
様
々
な
情
報
が
隠
れ
て
い
ま

す
。
で
は
、
葉
で
見
分
け
る
に
は

ど
こ
を
見
れ
ば
い
い
の
か
。
つ
る

性
か
・
つ
る
性
で
な
い
か
、
単
葉

か
・
複
葉
か
、
裂
け
て
い
る
葉
か
・

裂
け
て
な
い
葉
か
、
枝
に
は
交
互

に
付
い
て
い
る
か
・
対
に
な
っ
て

付
い
て
い
る
か･･･

な
ど
な
ど
専

門
用
語
と
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ

を
掴
ん
で
、
実
際
に
数
種
類
の
葉

の
和
名
を
探
し
て
み
ま
し
た
。
検

索
の
ポ
イ
ン
ト
か
ら
幾
つ
か
同
定

す
る
こ
と
は
で
き
た
で
し
ょ
う

か
。

　
ア
ケ
ビ
・
コ
シ
ア
ブ
ラ
・
ウ
リ

ハ
ダ
カ
エ
デ
・
シ
ラ
カ
バ
・
ソ
ヨ

ゴ･
･
･

と
種
が
判
別
で
き
る
と
、

複
葉
の
樹
に
は
こ
ん
な
樹
が
あ
る

これは単葉？

検索のポイントは･･･

分裂葉で対生

類
学
と
樹
木
検
索
方
法
の
講

義
。
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鳩
吹
公
園
で
、
二
班
に
分
か
れ

て
、サ
ン
プ
ル
樹
木
の
和
名
検

索
。つ
る
性
か
つ
る
性
で
な
い

か
、
単
葉
か
複
葉
か
、
分
裂
葉

か
ど
う
か
、葉
の
つ
き
方
は
対

に
な
っ
て
い
る
か
交
互
に
出

て
い
る
か
、葉
の
縁
は
鋸
の
よ

う
に
ギ
ザ
ギ
ザ
し
て
い
る

か･･･

と
い
っ
た
キ
ー
ポ
イ
ン

ト
を
目
安
に
。検
索
用
の
図
鑑

は
い
ろ
い
ろ
出
版
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、図
書
館
な
ど
で
借

り
て
自
分
に
合
っ
た
図
鑑
を

探
し
て
み
て
下
さ
い
。
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時時時時時
1515151515
分分分分分

　
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
咲
く
小
屋
横
の
広

葉
樹
林
を
散
策
。サ
ク
ラ
類
や

カ
エ
デ
類
、ホ
ウ
ノ
キ
や
リ
ョ

ウ
ブ
、
ハ
リ
ギ
リ
な
ど
を
観

察
。

1212121212
時時時時時

　
昼
食
。
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作
業
終
了
し
、
小
屋
へ
。
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講
師
講
評
、
解
散
。
お
疲
れ
様

で
し
た
。

三
日
目
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目
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早
朝
か
ら
の
雨
の
た
め
中
止
。

第
二
回
開
催
を
四
日
間
と
す

る
。

参
加
者
／
小
林
さ
ん
、
田
村
さ
ん

講
師
／
早
川
講
師

ス
タ
ッ
フ
／
坂
野

次
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下
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刈
り
、

下
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り
、

下
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、

下
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、

下
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伐
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材
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材
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材

　
　
伐
木
造
材

　
　
伐
木
造
材

　
一
日
目
は
、
西
春
近
の
現
場

で
、
ま
ず
植
林
。
そ
の
後
、
下
草

刈
り
で
す
。
夕
方
16
時
30
分
頃
に

は
、
山
小
屋
で
ミ
ズ
ホ
鋼
機
さ
ん

に
ナ
タ
・
ノ
コ
な
ど
の
山
道
具
見

本
市
を
開
催
し
て
頂
く
予
定
で

す
。

 

二
日
目
は
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を

使
っ
た
木
の
伐
り
方
。
始
動
方
法

や
丸
太
の
輪
切
り
練
習
、
玉
切
り

練
習
。
受
け
口
・
つ
る
・
追
い
口

と
い
っ
た
木
の
伐
倒
に
関
す
る
こ

と
を
行
う
予
定
で
す
。

　
二
日
間
と
も
に
作
業
の
出
来
る

支
度
と
雨
具
や
防
寒
着
・
タ
オ
ル

出
来
た
空
間
へ
倒
す
よ
う
に

す
る
。
樹
の
傾
き
が
そ
の
方
向

で
な
い
時
は
、
ロ
ー
プ
を
設
置

し
て
。
造
材
は
2
ｍ
。
山
主
さ

ん
が
お
風
呂
用
の
薪
に
す
る

そ
う
で
す
。
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分分分分分

　
作
業
を
終
了
し
、
小
屋
へ
。

1616161616
時時時時時
3030303030
分分分分分

　
講
師
講
評
の
後
、
解
散
。

二
日
目

二
日
目
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日
目

二
日
目

二
日
目
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島
﨑
先
生
の
山
小
屋
に
集
合
。

早
速
現
場
へ
。
今
日
は
、
横
山

キ
ャ
ン
プ
場
近
く
の
カ
ラ
マ

ツ
林
。
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現
場
到
着
後
、
機
材
準
備
、
体

操
を
し
て
、
伐
倒
木
を
確
認
。

樹
高
が
約
25
ｍ
、
胸
高
直
径
が

30
cm
近
い
。
ど
の
樹
か
ら
ど
う

い
う
順
番
で
伐
倒
を
す
る
か

決
め
て
、

99999
時時時時時
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伐
倒
開
始
。
体
の
中
心
線
が
伐

倒
方
向
と
九
十
度
に
な
る
よ

う
に
ス
タ
ン
ス
を
取
る
。
受
け

口
の
水
平
伐
り
と
斜
め
伐
り

は
連
続
し
て
。

1111111111
時時時時時
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現
場
に
て
早
め
の
昼
食
。

1212121212
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伐
倒
再
開
。
矢
を
使
っ
た
伐
倒

に
挑
戦
。
造
材
は
、
曲
が
っ
た

部
分
を
除
き
、
真
っ
直
ぐ
の
４

ｍ
材
に
。
建
築
用
と
し
て
市
場

へ
出
荷
さ
れ
ま
す
。
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分
乗
し
て
鳩
吹
山
へ
。
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樹
木
散
策
開
始
。
ト
ウ
ゴ
ク
ミ

ツ
バ
ツ
ツ
ジ
や
ク
ロ
モ
ジ
に

始
ま
り
、オ
オ
カ
メ
ノ
キ
や
ウ

ダ
イ
カ
ン
バ
、ヤ
ハ
ズ
ハ
ン
ノ

キ
、バ
ッ
コ
ヤ
ナ
ギ
な
ど
の
樹

木
を
観
察
。枝
を
折
っ
て
香
り

を
確
か
め
た
り
、葉
を
噛
ん
で

味
見
し
た
り･･･

。
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散
策
を
終
了
し
、
小
屋
へ
戻

る
。
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服
装
や
道
具
、
宿
泊
な
ど
に
関

す
る
質
疑
応
答
。
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講
師
総
括
。
諸
連
絡
を
し
て
終

了
、解
散
。お
疲
れ
様
で
し
た
。

参
加
者
／
安
部
（
貴
）
さ
ん
、
安

部
（
英
）
さ
ん
、
池
中
さ
ん
、

大
槻
さ
ん
、
荻
上
さ
ん
、
沖
永

さ
ん
、加
藤
さ
ん
、熊
沢
さ
ん
、

栗
本
さ
ん
、
島
谷
さ
ん
、
武
田

さ
ん
、増
田
さ
ん
、村
田
さ
ん
、

山
崎
さ
ん
、
熊
木
さ
ん
、
園
田

さ
ん

講
師
／
早
川
講
師

ス
タ
ッ
フ
／
平
林
、
坂
野

 

今
年
の
森
林
塾
も
専
門
コ
ー
ス

の
第
一
回
目
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
久
し
ぶ
り
の
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

と
い
う
こ
と
で
、
一
日
目
は
高
烏

谷
山
麓
の
ヒ
ノ
キ
林
で
伐
木
造

材
。
こ
こ
は
以
前
は
桑
畑
で
、
植

え
て
か
ら
二
十
年
弱
、
平
均
樹
高

が
約
十
一
ｍ
、
平
均
胸
高
直
径
が

十
四
cm
程
。
植
え
た
ま
ま
の
林
は

暗
く
下
草
も
な
い
、
樹
冠
は
も
ち

ろ
ん
閉
鎖
し
て
い
て
枝
が
絡
み
合

う
よ
う
な
状
態
。
山
主
さ
ん
が
保

残
木
を
マ
ー
キ
ン
グ
し
て
く
れ
て

あ
り
、
印
の
な
い
樹
は
伐
る
こ
と

に
。
伐
倒
方
向
と
受
け
口
、
ス
タ

ン
ス
の
取
り
方
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

の
構
え
方
、
つ
る
と
追
い
口
な
ど

基
本
を
思
い
出
し
な
が
ら
伐
倒
を

体幹の位置と向き

基本の復習から

進
め
ま
し
た
。

　
ま
た
二
日
目
は
、
現
場
を
横
山

キ
ャ
ン
プ
場
近
く
に
移
し
、
樹
高

が
約
二
十
五
ｍ
・
胸
高
直
径
が
三

十
cm
程
度
の
カ
ラ
マ
ツ
の
伐
倒
に

挑
戦
し
ま
し
た
。
複
数
の
樹
に
つ

い
て
傾
き
を
見
な
が
ら
、
ど
う
い

う
順
番
で
樹
を
倒
し
て
い
く
か
、

ロ
ー
プ
や
チ
ル
ホ
ー
ル
を
使
っ
た

牽
引
伐
倒
を
す
る
か
、
矢
で
重
心

移
動
さ
せ
て
倒
す
か
を
考
え
な
が

ら
の
伐
倒
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
三
日
目
は
、
早
朝
か
ら

の
雨
に
よ
り
中
止
と
な
り
ま
し
た

の
で
、
第
二
回
目
は
一
日
追
加
し

て
四
日
間
開
催
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

専
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コ
ー
ス
第
一
回
開
催
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門
コ
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ス
第
一
回
開
催
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門
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回
開
催
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門
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ス
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開
催

専
門
コ
ー
ス
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開
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目
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島
﨑
先
生
の
山
小
屋
に
集
合
。

講
師
挨
拶
。
現
場
の
説
明
。
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高
烏
谷
山
麓
の
ヒ
ノ
キ
林
へ
。
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時時時時時
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機
材
の
準
備
、
体
操
を
し
て
、

間
伐
開
始
。
樹
冠
が
閉
鎖
し
、

枝
が
絡
み
合
う
よ
う
な
状
態
。

基
本
の
復
習
＋
ロ
ー
プ
を

使
っ
た
牽
引
伐
倒
を
行
う
。

1212121212
時時時時時

　
現
場
近
く
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
昼

食
。
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分分分分分

　
間
伐
再
開
。
午
前
中
の
伐
倒
で
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な
ど
ご
用
意
願
い
ま
す
。
ヘ
ル

メ
ッ
ト
や
ト
ン
ガ
・
鎌
な
ど
の
作

業
用
具
は
、
こ
ち
ら
で
用
意
し
ま

す
の
で
ご
心
配
な
く
。
8
時
30

分
、
島
﨑
先
生
の
山
小
屋
に
集
合

で
す
。

専
門
コ
ー
ス
　
第
二
回
開
催

専
門
コ
ー
ス
　
第
二
回
開
催

専
門
コ
ー
ス
　
第
二
回
開
催

専
門
コ
ー
ス
　
第
二
回
開
催

専
門
コ
ー
ス
　
第
二
回
開
催

　　　　　
77777
月月月月月
11111
〜〜〜〜〜
44444
日日日日日
（
水
〜
土
）

（
水
〜
土
）

（
水
〜
土
）

（
水
〜
土
）

（
水
〜
土
）

　　　　　

 

　
今
回
は
、
当
初
予
定
に
前
日

一
日
を
加
え
て
四
日
間
の
開
催
と

な
り
ま
す
。
前
回
の
基
本
の
復
習

と
よ
り
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
た
方

法
で
の
伐
倒
に
挑
戦
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
傾
斜
地
で
の
安

全
確
実
な
造
材
や
枝
払
い
の
習
熟

も
平
行
し
て
。
ご
希
望
が
あ
れ
ば

牽
引
伐
倒
な
ど
も
可
能
で
す
。

　
四
日
間
と
も
に
、
8
時
30
分
、

島
﨑
先
生
の
山
小
屋
集
合
で
す
。

　
僕
は
東
京
の
町
田
で
育
ち
小
学

五
年
生
の
時
に
学
校
に
行
く
の
が

嫌
に
な
り
、
ゴ
ミ
ゴ
ミ
し
た
都
会

に
も
疲
れ
て
し
ま
い
家
族
と
も
仲

リリリリリレレレレレーーーーー通通通通通信信信信信

が
よ
く
な
か
っ
た
の
で
、
中
学
二

年
生
の
時
に
実
家
を
離
れ
高
遠
に

あ
る
「
フ
リ
ー
キ
ッ
ズ
・
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
」
に
お
世
話
に
な
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　「
フ
リ
ー
キ
ッ
ズ
・
ヴ
ィ
レ
ッ

ジ
」
は
、
お
米
や
野
菜
、
味
噌
、
醤

油
、
漬
物
を
作
り
な
が
ら
、
出
来

る
だ
け
地
球
に
負
荷
に
な
ら
な
い

よ
う
に
い
ろ
い
ろ
な
年
齢
の
人
が

二
十
人
前
後
で
暮
し
て
い
ま
す
。

　
入
塾
当
時
な
に
も
知
ら
な
か
っ

た
僕
は
、
フ
リ
ー
キ
ッ
ズ
の
周
り

の
森
は
木
が
い
っ
ぱ
い
生
え
て
す

ご
い
な
ぁ
ー
な
ん
て
思
っ
て
い
ま

し
た
。
で
も
本
当
は
手
入
れ
の
さ

れ
て
い
な
い
人
工
林
だ
と
い
う
事

を
知
り
、
そ
こ
か
ら
多
く
の
事
が

見
え
て
き
ま
し
た
。
鹿
や
猿
た
ち

が
、
民
家
に
下
り
て
き
て
畑
を
荒

ら
し
た
り
す
る
の
は
、
人
間
が
勝

手
に
人
工
林
に
し
て
杉
や
檜
な
ど

を
ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
に
つ
め
、
動
物

た
ち
が
食
べ
る
た
め
の
広
葉
樹
が

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
そ
れ

が
原
因
で
土
石
流
な
ど
が
起
き
て

し
ま
う
な
ど
、
今
ま
で
は
た
だ
木

が
沢
山
生
え
て
い
れ
ば
環
境
に
い

い
と
か
、
木
を

切
る
こ
と
は
自

然
破
壊
だ
と
か

思
っ
て
い
た
の

が
、
今
の
日
本

の
山
の
現
状
を

知
っ
て
ビ
ッ
ク

リ
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
知

り
合
い
の
森
林

組
合
の
方
や
い

ろ
ん
な
方
に
山

の
手
入
れ
の
仕
方
を
教
え
て
も
ら

い
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
や
鉈
を
使
い
間

伐
や
枝
打
ち
を
す
る
の
が
好
き
に

な
り
ま
し
た
。
小
学
生
の
時
か
ら

校
庭
に
生
え
て
い
る
桜
に
登
っ
て

飛
び
降
り
る
の
が
大
好
き
だ
っ
た

僕
に
と
っ
て
一
番
衝
撃
的
な
出
会

い
は
、
二
本
の
木
の
棒
と
一
本
の

ロ
ー
プ
だ
け
で
枝
が
無
い
木
に
登

れ
る
「
振
り
縄
」
に
出
会
っ
た
事

で
し
た
。

　
二
〇
〇
六
年
に
伊
豆
諸
島
の
一

つ
の
御
蔵
島
と
言
う
、
お
椀
を
伏

せ
た
よ
う
な
小
さ
な
島
に
出
逢
い

ま
し
た
。
そ
の
島
の
周
り
に
は
、

野
生
の
イ
ル
カ
が
棲
ん
で
い
る
の

で
す
。
御
蔵
島
に
は
、
た
く
さ
ん

の
巨
樹
が
あ
り
、
子
育
て
の
た
め

に
オ
オ
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
が
や
っ
て

き
ま
す
。
海
に
エ
サ
を
捕
り
に

行
っ
て
森
に
ふ
ん
を
落
と
す
た
め

森
が
豊
か
に
な
り
、
森
に
た
く
さ

ん
の
水
が
蓄
え
ら
れ
栄
養
豊
富
な

水
が
島
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
滝
に

な
っ
て
海
に
落
ち
て
い
き
ま
す
。

そ
こ
に
多
く
の
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が

集
ま
り
、
そ
れ
を
目
当
て
に
集

ま
っ
た
魚
た
ち
を
オ
オ
ミ
ズ
ナ
ギ

ド
リ
が
食
べ
、
そ
し
て
山
に
栄
養

が
帰
っ
て
行
き
、
ま
た
そ
の
水
は

雨
と
な
り
森
に
降
っ
て
く
る
と
い

う
、
小
さ
い
島
な
ら
で
は
で
す
が

生
命
の
循
環
が
分
か
る
の
で
す
。

海
に
と
っ
て
森
が
大
切
だ
と
い
う

事
、
そ
し
て
森
に
と
っ
て
海
が
な

く
て
は
な
ら
な
い
存
在
と
い
う
こ

と
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。

　
将
来
こ
の
感
動
と
自
然
の
大
事

さ
を
次
世
代
の
子
た
ち
に
伝
え
て

い
き
た
い
し
、
ま
た
そ
の
子
た
ち

が
、
次
の
世
代
に
伝
え
て
い
っ
て

く
れ
た
ら
い
い
な
ー
と
思
い
、
そ

の
頃
は
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
や

キ
ャ
ン
プ
リ
ー
ダ
ー
に
な
り
た

い
！
と
い
う
気
持
ち
が
強
か
っ
た

の
で
す
が
、
気
が
つ
い
た
ら
気
持

ち
が
だ
ん
だ
ん
薄
れ
て
い
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
そ
の
ま
ま
な
ん
と

な
く
暮
し
て
い
た
ら
、
い
つ
の
間

に
か
な
に
を
や
り
た
か
っ
た
か
が

わ
か
ら
な
く
な
っ
て
、
や
る
気
も

湧
い
て
こ
な
く
な
り
、
気
が
つ
い

た
ら
十
八
歳
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
テ
レ
ビ
じ
ゃ
十
八
歳
が
世
界

で
活
躍
し
て
い
る
し
、
い
ろ
ん
な

人
に
出
会
い
話
し
を
聞
い
て
い
る

と
、
十
八
歳
で
世
界
中
を
旅
し
て

い
た
り･･･

。
自
分
と
比
べ
て
、
み

ん
な
輝
い
て
い
る
の
を
見
て
い
て

落
ち
込
ん
だ
り
、
あ
せ
っ
た
り
し

て
い
て
、
ふ
と
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ

デ
ー
で
海
外
に
行
っ
て
森
を
見
て

み
た
い
と
思
い
、
フ
リ
ー
キ
ッ
ズ

の
代
表
に
話
す
と
、「
日
本
の
森

を
知
ら
な
い
と
、
海
外
に
行
っ
て

も
分
か
ら
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
？
」

と
言
わ
れ
、
そ
れ
も
そ
う
だ
な
！

と
思
い
フ
リ
ー
キ
ッ
ズ
の
代
表
の

旦
那
さ
ん
が
、
昔
Ｋ
Ｏ
Ａ
森
林
塾

に
通
っ
て
い
た
話
し
を
思
い
出
し

て
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
た
ら

ち
ょ
う
ど
募
集
中
だ
し
、
農
閑
期

に
白
馬
の
ス
キ
ー
場
で
貯
め
た
お

金
の
残
り
で
通
え
そ
う
だ
っ
た
か

ら
思
い
切
っ
て
申
し
込
ん
で
み
ま

し
た
。

　
世
の
中
を
甘
く
見
す
ぎ
て
い
る

か
も
し
れ
な
い
で
す
が
、
Ｋ
Ｏ
Ａ

森
林
塾
で
学
ん
だ
事
を
生
か
し
将

来
の
夢
を
か
な
え
る
第
一
歩
に
し

て
、
今
度
は
日
本
や
海
外
の
森
や

自
然
環
境
を
も
っ
と
も
っ
と
学
ん

で
多
く
の
人
に
伝
え
て
い
き
た
い

な
、
な
ん
て
思
っ
て
い
る
の
で
、

森
の
事
は
も
ち
ろ
ん
森
以
外
の
事

で
も
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
。
他
の
参
加
者
の
皆
さ
ん
よ
り

人
生
経
験
が
少
な
い
で
す
が
、
皆

さ
ん
に
負
け
な
い
よ
う
、
そ
し
て

足
を
引
っ
張
ら
な
い
よ
う
頑
張
っ

て
、
森
に
つ
い
て
多
く
の
事
を
学

び
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

「
私
は
い
ま
」

「
私
は
い
ま
」

「
私
は
い
ま
」

「
私
は
い
ま
」

「
私
は
い
ま
」

　
初
め
ま
し
て
。
私
は
駒
ケ
根
市

在
住
の
一
主
婦
で
す
。
駒
ヶ
根
と

い
え
ば
ア
ル
プ
ス
が
ふ
た
つ
映
え

る
ま
ち
。
我
が
家
は
南
ア
ル
プ
ス

が
一
望
で
き
る
と
こ
ろ
に
あ
り
、

家
の
周
囲
に
は
一
町
歩
余
の
田
と

家
庭
菜
園
に
は
や
や
広
め
の
畑
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
田
畑
の
管
理
を

一
手
に
引
き
受
け
て
い
た
義
父
が

二
年
ほ
ど
前
に
亡
く
な
り
、
田
ん

ぼ
は
近
く
の
農
家
の
方
に
作
っ
て

も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、

土
手
の
草
刈
り
と
畑
作
り
は
ほ
と

ん
ど
私
の
仕
事
に
な
り
ま
し
た
。

後
継
ぎ
と
称
す
る
夫
は
中
小
零
細

企
業
で
あ
く
せ
く
働
く
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
。
家
の
こ
と
は
全
く
眼
中
に

あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
三
月
ま
で
、
私
も
小
中
学

校
の
養
護
教
諭
（
別
称 

保
健
室

の
オ
バ
サ
ン
）
と
し
て
そ
の
道
一

筋
に
勤
め
て
き
ま
し
た
。
と
て
も

や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
で
、
こ
の

よ
う
に
途
中
で
辞
め
る
な
ん
て
思

僕と森と今僕と森と今僕と森と今僕と森と今僕と森と今
　　　池中　睦貴池中　睦貴池中　睦貴池中　睦貴池中　睦貴

　ちょっと生き方を　ちょっと生き方を　ちょっと生き方を　ちょっと生き方を　ちょっと生き方を
                              変えてみたくなって変えてみたくなって変えてみたくなって変えてみたくなって変えてみたくなって

　　　大槻　重子大槻　重子大槻　重子大槻　重子大槻　重子
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ば
い
や
ア
ブ
ラ
チ
ャ
ン
、
黒
文
字

た
ち
の
花
と
同
じ
時
期
に
咲
く
こ

の
木
の
花
は
、
横
に
張
り
出
し
た

枝
に
、
小
さ
な
淡
い
黄
色
い
花
を

葉
に
先
立
っ
て
三
〜
十
㎝
の
総
状

花
序
に
な
っ
て
咲
か
せ
ま
す
。
そ

の
姿
は
ま
る
で
玉
簾
の
よ
う
で
、

遠
目
か
ら
で
も
良
く
わ
か
り
、
み

ご
と
で
す
。
近
寄
っ
て
観
察
し
て

み
る
と
花
の
大
き
さ
は
六
〜
九
㎜

程
で
、
そ
の
一
つ
一
つ
が
穂
の
よ

う
に
な
っ
て
つ
い
て
い
る
の
が
良

く
わ
か
り
ま
す
。
地
味
だ
け
ど
可

愛
ら
し
い
花
で
私
は
結
構
好
き
で

す
。

　
別
名
は
木
藤
と
も
よ
ば
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
姿
が
藤
の
咲
く
様
子

に
似
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
来
て
い

る
み
た
い
で
、
花
材
と
し
て
も
良

く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
漢
名
の
木

五
倍
子
は
、
昔
、
実
が
ヌ
ル
デ
の

虫
え
い
で
作
る
お
歯
黒
の
代
用
品

と
し
て
使
わ
れ
た
事
に
由
来
し
て

い
る
そ
う
で
す
。

　
こ
の
木
の
花
が
終
わ
っ
て
、

葉
っ
ぱ
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
う

と
、
あ
れ
？
な
ん
だ
っ
た
っ
け

と
言
う
く
ら
い
ほ
ん
と
う
に
な
ん

の
変
哲
も
な
い
よ
う
な
、
特
徴
の

な
い
木
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

葉
は
卵
状
楕
円
形
で
、
葉
の
縁
に

は
鋸
歯
が
あ
り
、
葉
の
先
端
は
尾

状
に
鋭
く
尖
っ
て
い
ま
す
。
葉
脈

は
羽
状
脈
で
す
。
こ
の
き
ぶ
し
の

葉
は
、
地
域
的
な
変
異
が
多
く
、

葉
の
大
き
さ
や
果
実
の
形
や
大
き

さ
も
地
域
に
よ
っ
て
違
う
そ
う
で

す
。
普
通
、
葉
裏
に
は
毛
が
あ
り

ま
す
が
、
時
に
無
毛
の
物
も
あ
っ

た
り
、
特
に
枝
の
基
部
に
つ
く
葉

の
裏
面
毛
が
有
毛
だ
っ
た
り
、
微

毛
、
或
い
は
無
毛
だ
っ
た
り
と
さ

ま
ざ
ま
な
よ
う
で
す
。

　
初
め
て
こ
の
樹
に
私
が
出
会
っ

た
の
は
、
森
林
塾
で
樹
木
分
類
を

し
た
時
で
、
こ
ん
な
玉
簾
み
た
い

に
咲
く
花
が
あ
る
ん
だ
〜
ま
る
で

花
の
雨
み
た
い
だ
な
〜
と
思
い
ま

し
た
。
淡
い
黄
色
の
小
さ
な
花
は

と
て
も
可
愛
ら
し
く
、
繊
細
な
印

象
で
、
花
び
ら
の
手
触
り
が
し
っ

と
り
と
し
て
い
て
、
気
持
ち
よ

か
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「
鳶
」

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

　　
今
年
も
安
全
第
一
で
。
一
年
間

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

◆
樹
の
コ
ラ
ム
◆

◆
樹
の
コ
ラ
ム
◆

◆
樹
の
コ
ラ
ム
◆

◆
樹
の
コ
ラ
ム
◆

◆
樹
の
コ
ラ
ム
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木木木木木
五五五五五
倍倍倍倍倍
子子子子子
　　　　　
ききききき
ぶぶぶぶぶ
ししししし

　　
落
葉
広
葉
樹
　
き
ぶ
し
科
　
き

ぶ
し
属
で
一
属
六
種

　
早
春
の
山
の
中
で
、
だ
ん
こ
う

い
も
せ
ず
ず
っ
と
働
き
続
け
て
き

ま
し
た
が
、
義
父
が
亡
く
な
り
、

荒
れ
果
て
て
い
く
田
畑
を
見
る
に

つ
け
、
そ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
見
て

見
ぬ
ふ
り
を
し
て
い
た
自
分
を
反

省
し
、
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な

い
、
私
が
何
と
か
し
な
け
れ
ば
と

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
休
日
に
少
し
く
ら
い

手
を
つ
け
て
み
て
も
、
と
て
も
追

い
つ
く
よ
う
な
量
で
は
な
く
、

ち
ょ
っ
と
頑
張
る
と
筋
肉
痛
で
月

曜
日
を
迎
え
る
こ
と
の
繰
り
返

し
。
こ
の
ま
ま
好
き
な
こ
と
も
で

き
ず
に
こ
の
先
何
年
も
働
き
続
け

る
の
か
と
考
え
る
う
ち
に
、
次
第

に
虚
し
さ
さ
え
感
じ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
結
局
家
の
こ
と
に
重

き
を
置
い
て
、
外
で
働
く
の
は
フ

ル
タ
イ
ム
か
ら
パ
ー
ト
タ
イ
ム
に

切
り
替
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

何
年
か
悩
ん
だ
末
の
決
断
で
し

た
。
パ
ー
ト
タ
イ
ム
に
切
り
替
え

る
と
は
い
っ
て
も
表
向
き
は
退
職

で
す
か
ら
周
囲
の
驚
き
様
は
大
変

な
も
の
で
し
た
。
当
然
で
す
よ

ね
。
こ
の
ご
時
世
、
安
定
し
た
職

種
の
公
務
員
を
辞
め
て
し
ま
っ
た

わ
け
で
す
か
ら
。
し

か
し
な
が
ら
、
家
族

の
反
応
は
意
外
と

冷
静
で
し
た
。
こ
れ

ま
で
心
身
と
も
に

一
杯
い
っ
ぱ
い
の

状
態
だ
っ
た
こ
と

を
薄
々
感
じ
て
く

れ
て
い
た
の
で

し
ょ
う
か
。
そ
れ
と

も
・
・
・
？

 
そ
ん
な
わ
け
で
、
今
は
毎
日
お

天
気
を
み
な
が
ら
、
畑
に
少
し
ず

つ
野
菜
や
花
の
種
を
播
い
て
は
芽

が
出
る
の
を
楽
し
み
に
見
守
っ
た

り
、
田
の
面
積
に
匹
敵
す
る
か
と

思
わ
れ
る
ほ
ど
の
広
大
な
土
手
の

草
刈
り
に
着
手
し
た
り
と
、
時
間

に
追
わ
れ
る
こ
と
な
く
ゆ
っ
た
り

と
過
ご
し
て
い
ま
す
。
パ
ー
ト
の

仕
事
は
ぼ
つ
ぼ
つ
と
負
担
に
な
ら

な
い
程
度
に
や
っ
て
い
ま
す
。
で

も
も
う
少
し
現
金
収
入
が
ほ
し
い

カ
ナ
？
年
金
も
ら
え
る
ま
で
に
は

ま
だ
ま
だ
何
年
も
か
か
り
ま
す

し
。

「
森
を
守
ら
な
け
れ
ば

「
森
を
守
ら
な
け
れ
ば

「
森
を
守
ら
な
け
れ
ば

「
森
を
守
ら
な
け
れ
ば

「
森
を
守
ら
な
け
れ
ば
・・・・・
・・・・・
・・・・・
」」」」」

 

小
学
校
で
臨
海
学
習
に
付
き

添
っ
た
時
の
こ
と
、
夜
、
宿
舎
で

子
ど
も
た
ち
が
島
の
漁
師
さ
ん
か

ら
お
話
を
聞
く
機
会
が
あ
り
ま
し

た
。
海
の
学
習
で
す
。
そ
の
中
で

と
て
も
興
味
深
か
っ
た
の
は
、
海

の
環
境
（
水
質
）
を
守
る
た
め
に

漁
師
さ
ん
た
ち
自
ら
が
山
の
手
入

れ
や
植
林
に
出
向
い
て
い
る
と
い

う
も
の
で
し
た
。
か
つ
て
大
漁

だ
っ
た
魚
介
類
が
い
な
く
な
り
、

そ
の
原
因
を
た
ど
っ
て
い
っ
た
と

こ
ろ
、
海
に
注
ぐ
河
川
の
水
質
が

大
き
く
影
響
し
て
い
る
こ
と
が

判
っ
た
か
ら
だ
そ
う
で
す
。
地
球

規
模
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
お
話
で
、

子
ど
も
た
ち
は
ど
の
程
度
理
解
し

た
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
少
な
く

と
も
私
は
、
信
州
の
山
の
中
に
呑

気
に
暮
ら
し
て
い
て
、
た
だ
下
水

道
が
整
備
さ
れ
て
汚
水
を
流
さ
な

く
な
っ
た
か
ら
Ｏ
Ｋ
と
、
手
放
し

で
喜
ん
で
は
い
ら
れ
な
い
こ
と
を

痛
感
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
数
年
前
に
起
こ
っ
た
大

水
害
の
後
、
砂
防
堰
堤
の
工
事
現

場
を
視
察
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
山
を

守
る
た
め
に
は
ど
ん
な
種
類
の
木

を
植
え
れ
ば
よ
い
の
か
、
ま
た
、

植
え
た
後
の
管
理
が
い
か
に
大
切

か
な
ど
お
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
歩
く
こ
と
が
好
き
で
各
地
に
出

か
け
ま
す
が
、
植
生
に
は
結
構
興

味
を
も
っ
て
見
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

「
森
林
塾
へ
の
想
い
」

「
森
林
塾
へ
の
想
い
」

「
森
林
塾
へ
の
想
い
」

「
森
林
塾
へ
の
想
い
」

「
森
林
塾
へ
の
想
い
」

　
そ
ん
な
こ
ん
な
が
き
っ
か
け

で
、
今
回
の
申
し
込
み
と
な
り
ま

し
た
。
今
ま
で
の
森
林
塾
通
信
を

読
ま
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、

島
﨑
先
生
の
ご
著
書
「
山
造
り
承

り
ま
す
」
を
き
っ
か
け
に
参
加
さ

れ
て
い
る
方
が
多
い
よ
う
で
す

が
、
私
は
「
お
ー
い
、
山
へ
行
こ

う
よ
」
Ｋ
Ｏ
Ａ
森
林
塾
十
年
、
に

寄
せ
ら
れ
た
多
く
の
参
加
者
の
皆

様
の
声
（
感
想
や
人
生
観
）
に
魅

せ
ら
れ
て
森
林
塾
に
興
味
を
持
ち

ま
し
た
。
そ
の
本
の
表
紙
の
写
真

が
女
性
で
あ
っ
た
こ
と
も
私
の
心

を
動
か
し
ま
し
た
。
山
仕
事
＝
男

の
仕
事
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
の
脱

却
、
私
に
も
何
か
で
き
る
こ
と
が

あ
る
か
な
、
と
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
林
業
に
つ
い

て
は
知
識
も
技
術
も
ほ
と
ん
ど
持

ち
合
わ
せ
て
い
ま
せ
ん
。
つ
い
て

い
け
る
か
心
配
も
あ
り
ま
す
が
、

何
と
か
一
年
頑
張
っ
て
森
を
み
る

目
を
養
い
、
ナ
タ
の
使
い
方
く
ら

い
は
習
得
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。


